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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
発
行
日
】

　
平
成
22年

4月
1日

中郷

「缶・紙・古着・ペットボトル」の日 「ビン・有害ごみ」の日

毎週月曜（5日・12日・19日・26日）
毎週火曜（6日・13日・20日・27日）
毎週木曜（1日・8日・15日・22日・29日）
毎週金曜（2日・9日・16日・23日・30日）

缶・スプレー缶・紙（新聞とチラシ・雑誌・ダン
ボール・紙パック）・ペットボトル・古着

ビン・乾電池・蛍光灯・電球・体温計・
温度計・ライター

4月の資源ごみ収集日

■資源ごみ収集日一覧表

畑山・尾川
東川（八ノ谷・丸石・黒瀬・大井・古井・
別役・入河内・奈比賀・長山）

久世町・庄之芝町・染井町・桜ヶ丘町・幸町・
宝永町・黒鳥・植野・井ノ口・栃ノ木

本町1～5丁目・土居・僧津・伊尾木・
下山

花園町・柳田・矢ノ丸1～4丁目・港町1～2
丁目・内原野・花・川北・江川・小松原

日ノ出町・寿町・清和町・千歳町・津久茂町・
馬ノ丁・赤野・穴内

中郷

毎週水曜日（7日・14日・21日・28日）

毎月第3水曜（21日）

毎月第1・3水曜（7日・21日）

毎月第2・4水曜（14日・28日）

毎月第1・3水曜（7日・21日）

平成22年
第575号

日 曜 4月の主な行事 時　間 場　　所
木
土
日

日

水
日

日

木
日

1
3
4

11

14
18

25

29
5/2

女性の家常掲 パッチワーク展（～30日）
安芸市春季少年サッカー大会
安芸市春季少年サッカー大会
内原野つつじ祭　ちびっこ宝探し
つつじ祭　抹茶接待（11・18・25日）
安芸市民歌・踊りチャリティ交流会
つつじ祭　モデル撮影会
三菱 アジアの子どもたちの絵日記展（～28日）
つつじ祭　豆電球＆スーパーバンドコンサート
猛き黄金の国　岩崎弥太郎　原画展（～6/21）
つつじ祭　ボート漕ぎ競争
つつじ祭　そうめん流し
つつじ祭　琴演奏会
つつじ祭　バス釣り大会

9：00～21：00
9：00～
9：00～
11：00～
11：00～15：00
10：00～
10：00～15：00
10：30～18：00
10：00～
9：00～17：00
10：00～
11：30～
①11：00～②13：00～
8：30～

女性の家
NKKグラウンド
NKKグラウンド
内原野公園藤棚周辺
内原野公園延寿亭
市民会館
内原野公園
女性の家
内原野公園特設ステージ
歴史民俗資料館
内原野公園弁天池
内原野公園菖蒲園
内原野公園延寿亭
内原野公園弁天池

今
月
の
主
な
内
容

2222年度施政方針年度施政方針（P2,3P2,3）
戸別所得補償モデル事業戸別所得補償モデル事業（P5P5）
児童生徒表彰児童生徒表彰（P8P8）
障害者地域支援事業障害者地域支援事業（P11P11）
軽自動車税の減免手続き軽自動車税の減免手続き（P12P12）
本宮ひろ志原画展本宮ひろ志原画展（P20P20）

22年度施政方針（P2,3）
戸別所得補償モデル事業（P5）
児童生徒表彰（P8）
障害者地域支援事業（P11）
軽自動車税の減免手続き（P12）
本宮ひろ志原画展（P20）

▼3月8日　去年開催された男子プロゴルフ「カ
シオワールドオープン」で優勝した小田孔明
選手が訪れ、赤野・穴内小学校の児童らは直
接指導を受けながらスナッグゴルフで交流し
ました。大会中に集まった募金で購入したス
ナッグゴルフセットを大会事務局より地域貢
献活動の一環として寄贈していただきました。

編集
室から

ゴ
ル
フ
規
則
第
一
章
「
ゴ
ル
フ
の
精
神
」
に
は

「
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
み
な
、
ど
の
よ
う
に
競
い
合
っ

て
い
る
と
き
で
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
係
な
く
、

礼
儀
正
し
さ
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
常
に

示
し
な
が
ら
洗
練
さ
れ
た
マ
ナ
ー
で
立
ち
ふ
る

ま
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
正
に
、
ゴ
ル
フ
の
精

神
で
あ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
守
ら
れ
れ
ば
最
大
限
楽

し
め
る
と
説
明
が
あ
り
ま
す
。
赤
野
小
学
校
で
の
ス
ナ

ッ
グ
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
寄
贈
式
で
県
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
「
紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
形
容
さ

れ
る
ゴ
ル
フ
の
本
質
は
、
プ
レ
ー
を
通
じ
て
紳
士
を
育

て
る
こ
と
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
人
格
形
成
の
場
と

し
て
例
え
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
種
目
を
超
え
て

も
実
践
す
べ
き
あ
り
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。  

（
聞
）

▼と　き　4月24日（土）～6月21日（月）
　　　　　9時～17時　期間中無休
▼ところ　歴史民俗資料館
▼入館料　大人300円  中高生100円  小学生50円
　　　　　（通常料金と同じ）
▼内　容　本宮ひろ志氏の描いた「猛き黄金の国

岩崎弥太郎」の原画が展示されます。
■問　歴史民俗資料館
　　　蕁34・3706

▼と　き　4月14日（水）～28日（水）
　　　　　9時～18時（4／14　10時30分～18時）
　　　　　　　　　　（4／28　9時～16時）
▼ところ　女性の家
▼内　容　アジア24の国・地域と高知県（安芸市）

の子どもたちの絵日記が展示されます。
＊入場無料
■問　三菱広報委員会事務局
　　　蕁03・5218・8660

三菱　アジアの子どもたちの絵日記展in安芸 －猛き黄金の国－岩崎弥太郎　原画展

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
太
郎
」
の
作
者

本
宮
ひ
ろ
志
氏
の
作
品
が

安
芸
で
見
ら
れ
る
！！

▲つつじ祭期間中は18時～21時にぼんぼりを点灯します。
▲期間中内原野陶芸館で登り釜窯出市が開かれています。



3 広報あき　平成22年4月 2広報あき　平成22年4月 「安芸・岩崎弥太郎こころざし社中」オープン　→ →　開館時間 8時30分～17時30分　入館料200円

財
政
健
全
化
問
題

20
年
度
決
算
で
早
期
健
全
化

団
体
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

個
別
外
部
監
査
を
受
け
て
財
政

健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

22
年
度
当
初
予
算
で
も
7
年

連
続
と
な
る
給
与
カ
ッ
ト
な
ど

を
継
続
し
、
後
年
度
の
公
債
費

負
担
を
軽
減
す
る
繰
上
償
還
、

減
債
基
金
の
積
み
立
て
な
ど
を

計
上
し
て
お
り
、
引
き
続
き
財

政
健
全
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

財
政
破
綻
と
い
う
最
悪
の
事

態
を
回
避
し
、
財
政
状
況
は
改

善
へ
と
確
実
に
歩
み
を
進
め
て

お
り
、
22
年
度
に
は
早
期
健
全

化
団
体
か
ら
指
定
解
除
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

新
火
葬
場
の
整
備

新
火
葬
場
の
早
期
完
成
を
市

民
の
皆
さ
ま
が
強
く
望
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
1
月
に
国
が
緊
急

経
済
対
策
と
し
て
第
2
次
補
正

予
算
で
交
付
す
る
「
地
域
活
性

化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」

を
有
利
な
火
葬
場
整
備
の
財
源

と
し
て
活
用
し
、
早
期
に
完
成

さ
せ
る
べ
く
今
議
会
中
に
市
の

方
針
を
示
し
、
関
連
す
る
補
正

予
算
を
会
期
中
に
追
加
提
案
で

き
る
よ
う
調
整
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
決
定
後
は
地
元
住
民

の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
会
を
行
い
、

理
解
を
得
る
こ
と
に
努
め
、
市

議
会
に
経
過
説
明
を
し
な
が
ら
、

建
設
に
向
け
た
作
業
に
入
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
を
実
施
し

ま
す
。
新
規
就
農
者
と
研
修
受

入
農
家
に
対
し
、
研
修
期
間
中

県
と
市
か
ら
直
接
支
援
を
行
う

こ
と
で
就
農
に
対
す
る
ハ
ー
ド

ル
を
引
き
下
げ
、
意
欲
の
あ
る

新
規
就
農
者
の
実
践
研
修
に
よ

る
技
術
の
習
得
を
進
め
、
研
修

後
の
円
滑
な
就
農
を
目
指
し
ま
す
。

生
産
基
盤
の
整
備
は
、
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
り

用
水
路
・
農
道
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
中
山
間
地
域
の
集

落
営
農
支
援
と
し
て
農
業
機
械

の
購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。

「
林
業
」
林
道
・
林
内
路
網

の
整
備
と
高
性
能
機
械
に
よ
る

作
業
の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
整
備
中
の
林

道
整
備
・
作
業
道
整
備
補
助
を

継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、

林
業
事
業
者
に
対
し
て
高
性
能

機
械
の
購
入
補
助
を
行
い
ま
す
。

三
重
県
の
辻
製
油
株
式
会
社

の
企
業
進
出
は
、
Ｊ
Ａ
土
佐
あ

き
農
業
協
同
組
合
の
伊
尾
木
集

荷
場
跡
地
を
借
り
受
け
る
形
で

操
業
す
る
こ
と
で
、
2
月
24
日

に
進
出
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
土
佐
あ
き
や
地
元
の
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

「
水
産
業
」
漁
業
経
営
の
構

造
改
善
を
目
的
と
し
て
省
燃
油

性
能
の
エ
ン
ジ
ン
を
購
入
し
、

漁
業
従
事
者
に
貸
し
付
け
る
場

合
の
購
入
を
補
助
。
安
芸
漁
港

の
に
荷
ば
き
荷
捌
所
の
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
買
換
補
助
を
漁
業

協
働
組
合
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

漁
港
な
ど
基
盤
整
備
と
し
て
、

県
営
安
芸
漁
港
の
沖
防
波
堤
や

穴
内
海
岸
の
浸
食
対
策
に
も
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

観
光
振
興
・
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
の
ま
ち
づ
く
り

龍
馬
伝
等
を
活
用
し
た
観
光

振
興
で
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

の
運
営
経
費
や
イ
ベ
ン
ト
経
費
、

地
元
の
名
物
や
名
産
を
使
っ
た

商
品
開
発
に
対
す
る
支
援
な
ど

の
経
費
を
「
は
ば
た
け
弥
太

郎
・
龍
馬
伝
安
芸
市
推
進
委
員

会
」
に
補
助
し
、
官
民
協
働
で

観
光
振
興
・
地
域
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、
安
芸
タ
イ
ガ
ー
ス
球

場
の
整
備
と
し
て
、
県
の
補
助

金
を
い
た
だ
き
、
観
客
席
の
増

改
修
な
ど
の
球
場
整
備
を
行
い
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地

と
し
て
受
け
入
れ
態
勢
を
さ
ら

に
整
え
ま
す
。

産
業
振
興
連
携
強
化
策

本
市
と
し
て
、
も
っ
と
積
極

的
な
産
業
振
興
施
策
を
研
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、

県
の
産
業
振
興
部
門
と
の
連
携

強
化
を
図
る
た
め
に
人
材
交
流

を
進
め
る
な
ど
積
極
的
に
産
業

振
興
・
観
光
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

今
後
、
官
民
に
よ
る
産
業
振

興
会
議
を
設
立
し
、
調
査
検
討

を
行
い
産
業
育
成
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
用
対
策

来
年
度
は
、
国
の
雇
用
対
策

事
業
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、

観
光
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
な

ど
幅
広
い
分
野
、
24
事
業
で
、

72
人
の
雇
用
確
保
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

交
通
基
盤
の
整
備

2
月
13
日
に
、「
四
国
8
の
字

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
、

国
の
責
任
で
必
要
な
予
算
を
確

保
し
早
期
に
完
成
を
目
指
す
べ

き
こ
と
を
四
県
の
総
意
と
し
て

提
言
す
る
「
四
国
8
の
字
・
道

中
八
策
」
を
四
県
知
事
と
四
国

経
済
連
合
会
会
長
と
で
決
議
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
高
知
県

の
み
な
ら
ず
四
国
四
県
の
総
意

と
し
て
「
四
国
8
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
高
知
東
部
自
動
車
道
、

阿
南
安
芸
自
動
車
道
の
早
期
実

現
」に
粘
り
強
く
取
り
組
み
ま
す
。

南
海
地
震
へ
の
対
応

地
震
発
生
時
の
児
童
・
生
徒

消
防
庁
舎
の
整
備

消
防
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
に
お
け
る
工
程
案
や

諸
条
件
に
つ
い
て
議
員
の
皆
さ

ま
に
ご
説
明
し
、
ご
意
見
を
お

伺
い
し
た
上
で
、
国
の
「
地
域

活
力
基
盤
創
造
交
付
金
」
な
ど

有
利
な
財
源
確
保
も
含
め
て
方

向
性
を
決
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

本
市
は
、
医
療
費
抑
制
を
重

点
課
題
と
し
て
生
活
習
慣
病
な

ど
を
予
防
す
る
た
め
、
特
定
健

康
診
査
の
受
診
率
の
向
上
に
取

り
組
み
、
今
年
度
2
月
時
点
で

は
県
内
11
市
で
ト
ッ
プ
の
35
・
8

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
受
診
率
の
ア
ッ
プ

は
即
医
療
費
の
抑
制
効
果
に
は

つ
な
が
ら
ず
医
療
費
の
増
加
は

年
々
進
ん
で
い
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
財
政

状
況
は
、
20
年
度
決
算
で
約
1

億
円
の
赤
字
、
21
年
度
決
算
見

込
み
で
は
2
億
円
超
の
赤
字
が

見
込
ま
れ
、
現
在
の
負
担
水
準

で
は
赤
字
が
ま
す
ま
す
増
加
し
、

赤
字
額
が
拡
大
し
て
大
幅
な
国

保
税
の
改
定
が
必
要
と
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
と
も
国
に
対
し
て
医
療

保
険
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

と
と
も
に
、
本
市
と
し
て
も
疾

病
の
早
期
発
見
の
た
め
の
定
期

的
な
各
種
検
診
の
推
進
、
い
き

い
き
百
歳
体
操
な
ど
の
健
康
づ

く
り
、
介
護
予
防
な
ど
医
療
費

抑
制
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力

を
し
ま
す
が
、
定
期
的
に
国
民

健
康
保
険
税
を
見
直
し
、
大
幅

な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に

段
階
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
今
回

の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
の

で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

穴
内
保
育
所
の
休
所

2
月
19
日
、
高
知
地
方
裁
判

所
に
園
児
の
保
護
者
9
人
か
ら

穴
内
保
育
所
の
休
所
処
分
の
取

り
消
し
請
求
並
び
に
執
行
停
止

の
申
し
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
弁
護
士
と
の
協
議

の
上
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
公

立
保
育
所
改
革
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
司
法
の
場
で
説
明
し
、

そ
の
是
非
の
判
断
を
委
ね
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
安
芸
保
育
所
の
民
営

化
に
つ
い
て
は
、
裁
判
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

す
ま
い
る
あ
き

す
ま
い
る
あ
き
の
任
意
売
却

先
、
競
売
等
の
法
的
整
理
が
検

討
さ
れ
る
な
か
で
、
市
と
し
て

「
商
業
の
活
性
化
」
と
「
雇
用
の

確
保
」
を
図
る
た
め
に
は
、
新

た
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
公
的
施
設
と
し

て
の
活
用
も
含
め
、
支
援
策
を

検
討
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

「
農
業
」
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

好
ス
タ
ー
ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬

伝
」
が
1
月
3
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

ド
ラ
マ
は
初
回
か
ら
視
聴
率

20

以
上
と
、
坂
本
龍
馬
と
と

も
に
、
岩
崎
弥
太
郎
の
知
名
度

は
全
国
で
ま
す
ま
す
上
が
っ
て

お
り
、
生
誕
地
・
安
芸
市
を
訪

れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

の
命
を
守
る
た
め
に
、
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
小
中
学
校

の
耐
震
化
は
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
井
ノ
口
・
赤
野
小
学
校
、

安
芸
・
清
水
ヶ
丘
中
学
校
の
工

事
を
終
え
れ
ば
、
計
画
を
し
て

い
た
す
べ
て
の
学
校
施
設
の
耐

震
化
が
完
了
し
ま
す
。

来
年
度
は
、
地
震
発
生
時
の

落
橋
防
止
対
策
を
赤
野
地
区
で

計
画
し
て
お
り
、
駅
前
線
1
号

橋
な
ど
の
落
橋
防
止
を
実
施
し
、

災
害
時
の
避
難
経
路
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
施
策

「
児
童
福
祉
」
来
年
度
か
ら

民
主
党
の
政
権
公
約
の
目
玉
で

あ
る
「
子
ど
も
手
当
交
付
金
」

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
国
の
予
算
成
立
後
、
適

切
な
処
理
を
進
め
ま
す
。

「
障
害
者
福
祉
」
障
害
者
や

保
護
者
ら
か
ら
の
相
談
業
務
を

拡
充
さ
せ
、
専
門
的
な
相
談
支

援
を
要
す
る
困
難
ケ
ー
ス
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
来
年
度
か

ら
相
談
業
務
の
一
部
を
社
会
福

祉
協
議
会
に
委
託
し
、
よ
り
細

や
か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

「
健
康
・
保
健
分
野
」
市
民

の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
元
気
に

暮
ら
せ
る
生
き
が
い
づ
く
り
に

関
す
る
意
識
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
休
耕
田
を
活
用
し

た
趣
味
の
園
芸
活
動
な
ど
の
施

策
を
検
討
し
、
団
塊
の
世
代
の

健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
の
あ

る
地
域
づ
く
り
の
推
進
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

「
高
齢
者
福
祉
」
県
モ
デ
ル

事
業
を
活
用
し
て
、
認
知
症
へ

の
対
応
を
行
う
マ
ン
パ
ワ
ー
や

拠
点
な
ど
の
地
域
資
源
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
し
、
相
互
に
連
携

し
て
有
効
な
支
援
を
行
う
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
国
の
雇
用
対
策
事
業

を
活
用
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、

子
育
て
や
生
活
支
援
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
拠
点
を
整

備
し
、
見
守
り
・
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
活
動
の
推
進
を
図

る
「
高
知
型
福
祉
　
あ
っ
た
か

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営

を
民
間
に
委
託
し
実
施
し
ま
す
。

学
校
教
育

学
力
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
は
、

就
学
前
教
育
と
連
携
す
る
中
で

子
ど
も
の
学
び
や
育
ち
を
義
務

教
育
9
年
間
で
捉
え
、
各
小
学

校
の
連
携
及
び
小
中
学
校
の
連

携
を
推
進
し
、
課
題
に
視
点
を

当
て
た
授
業
改
善
や
家
庭
と
緊

密
に
連
携
し
た
家
庭
学
習
の
定

着
を
図
り
ま
す
。

次
に
、
不
登
校
や
問
題
を
抱

え
る
児
童
・
生
徒
の
家
庭
環
境

の
改
善
に
向
け
て
の
支
援
と
し

て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
を
配
置
す
る
ほ
か
、
発

達
障
害
な
ど
が
あ
る
児
童
・
生

徒
の
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置

し
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

2
月
18
日
に
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
「
安
芸
・
岩
崎
弥
太
郎

こ
こ
ろ
ざ
し
社
中
」
の
入
館
者

が
当
初
の
見
込
み
よ
り
約
1
カ

月
早
く
1
万
人
を
突
破
し
、
歴

史
民
俗
資
料
館
で
開
催
し
た
企

画
展
「
弥
太
郎
の
夢
」
に
も
期

間
中
約
2
千
人
の
入
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
土
産

品
・
地
場
産
品
を
買
い
求
め
る

方
や
食
事
客
も
増
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
、「
龍
馬
伝
」
効
果

を
最
大
限
に
活
用
し
、
本
市
に

と
っ
て
『
飛
躍
の
年
』
に
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
効
果
を
今
年

1
年
で
終
わ
ら
せ
ず
、
来
年
以

降
の
地
元
経
済
の
活
性
化
に
生

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
と
も
観
光
・
産
業

関
係
者
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
、
議
員
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

3月5日に開会された第1回
安芸市議会定例会で、松本市
長は次のように平成22年度の
施政方針を述べました。

大河ドラマ「龍馬伝」効果をを活用し、 飛躍の年に！

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
あ
る
龍
馬
像
と
弥
太
郎
像（
P
2
）



近
く
て
便
利
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
廃
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

【持込者へのお願い】
①廃家電品以外の異物はお引き取りで
きません。

②（車両制限）10トン以下の車両で持ち
込みください。

③指定引取場所敷地内では徐行をお願
いします。

④指定引取場所の敷地内における自動
車および積載物の盗難、損害、損傷、
その他事故については、一切責任を
負いません。

⑤隣接する四国運輸敷地内への車両の
乗り入れは、事故、トラブル防止の
ためご遠慮願います。

⑥指定引取場所敷地内は禁煙です。

■指定引取場所
　日本通運株式会社　
　高知支店物流事業所安芸デポ
　（安芸市下山砥石谷2158－9）
　蕁35・8571　薨35・8572
　営業時間　月曜日～土曜日
　　　　　　9：00～17：00
　（日曜日、祝祭日、年末年始、お盆等
は休み）

　辻製油株式会社（本社三重県松阪市）が、ゆずオイルを製造す
る事業所を本市に立地することが決まり、2月24日に知事立ち
会いのもと、安芸市と進出協定を締結しました。
　同社は、JA土佐あきから搾汁後のゆず皮を年間400t購入し、
オイルを抽出。
　食料品などの香料として年間約2t製造する計画です。
　事業所は、JA土佐あきの伊尾木集出荷場跡を改修し、10月
からの試験運転後、来年2月から本格的に操業します。
　また、この事業による地元雇用は5～8名が見込まれています。

①米のモデル事業（米戸別所得補償モデル事業）
　・米の「生産数量目標」に従って生産する販売農家・集落営農の皆さんに対して、主食用米の作付
面積10アール当たり1万5千円を定額交付します。米の価格が下落した場合には、追加の補てんも
行います。

▼23年度の本格実施に向け、22年度はモデル対策事
業が実施されます。

▼自給率向上を図るため、水田農業の経営安定への
米の補てん対策と、麦・大豆・米粉用米・飼料用
米などの生産拡大を促す対策の2つがセットで行わ
れます。

▼国から農家へ直接支払いによる定額助成です。

【申請手続き】
　戸別所得補償制度で助成金を受け取るためには、申請が必要です。
　農政事務所のほか、水田協事務局（JA）、市役所農林課でも手続きができます。
　受付開始は4月からを予定しています。

■問　高知農政事務所地域第二課蕁0887・52・5171
　　　安芸市水田農業推進協議会　事務局（JA土佐あき　営農課内）蕁34・8325
　　　農林課　農政係蕁35・1016

②自給率向上事業（水田利活用自給力向上事業）　
　・自給率向上のために水田で麦・大豆・米粉用米・飼料用米などを生産する販売農家・集落営農の
皆さんに、主食用米と同等の所得を確保できる水準の支援を行います。

○参考（排出者の役割）

佐川急便 資材置場
室戸→←高知

国道55号線

安岡重機 東部葬祭
高知県
園芸農協
連合会

指定取引場所

▲松本市長、辻社長、尾闢県知事

ゆずオイル製造事業所進出で協定締結

定額部分
（10アール当たり）

変動部分
（10アール当たり）

15,000円

22年産の販売価格が、過去3年の販売価格を
下回った場合にその差額をもとに算定

作　　物 交付単価（10アール当たり）

麦、大豆、飼料用作物 35,000円
新規需要米（米粉用・飼料用・バイオ燃料用米・WCS用稲） 80,000円
そば、なたね、加工用米 20,000円
その他作物（野菜など） 10,000円 ＊県単位で単価設定
二毛作助成（二期作も含む）※野菜は対象外 15,000円

農家のみなさん
注目！

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
お
け
る
廃
家

電
4
品
目（
「
エ
ア
コ
ン
」
「
ブ
ラ
ウ
ン
管

テ
レ
ビ
・
液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ

レ
ビ
」「
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
」「
洗
濯
機
・

衣
類
乾
燥
機
」
）の
指
定
引
取
場
所
が
、

新
し
く
安
芸
市
に
で
き
ま
し
た
。

　
3
月
29
日（
月
）か
ら
、
下
図
の
場
所

が
新
し
い
廃
家
電
の
指
定
引
取
場
所
に

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
指
定
引
取
場
所
が
高

知
市
か
室
戸
市
に
し
か
な
く
、
車
で
1

時
間
以
上
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
市
内
で
処
分
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
ど
こ
で
買
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
、
他

人
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
、
県
外
で
購

入
し
た
、
買
っ
た
店

が
閉
店
し
た
な
ど
の

場
合
は
、
事
前
に
郵

便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル

券
を
準
備
し
た
う
え

で
指
定
引
取
場
所
へ

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

戸別所得補償モデル対策が4月からスタートします。

荷卸場所

45 広報あき　平成22年4月広報あき　平成22年4月 毎月17日は「国産ナス消費拡大の日」です　→ →　この日に限らず、安芸産のナスを食べて元気になろう♪



7 広報あき　平成22年4月 6広報あき　平成22年4月 「広報あき」はホームページでカラーでご覧いただけます　→ →　安芸市ホームページhttp://www.city.aki.kochi.jp/

2
月
19
日

安
芸
市
施
設
園
芸
品
消
費
拡
大
委
員

会
が
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
で
「
第
8
回
な
す
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
東
京
な
ど
で
、
な
す
な
ど
の
安
芸
市
の
施
設

園
芸
品
の
消
費
拡
大
の
た
め
に
行
っ
て
お
り
、
大
阪

で
の
開
催
は
3
年
ぶ
り
。
様
々
な
調
理
法
の
紹
介
や

J
A
土
佐
あ
き
が
推
進
し
て
い
る
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
の
取
り
組
み
の
出
前
事
業
が
行
わ
れ
、
大
阪
の

主
婦
ら
約
60
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
米
な
す
の
た
た
き
」
や
「
パ
プ
リ
カ
の
ポ
タ
ー

ジ
ュ
」
な
ど
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
料
理
の
数
々
に
、
参

加
者
か
ら
は
「
こ
ん
な
食
べ
方
も
あ
る
の
？
」
と
驚

き
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

出
前
授
業
で
は
、
天
敵
昆
虫
が
害
虫
を
捕
食
す
る

姿
に
感
心
し
な
が
ら
、
減
農
薬
栽
培
の
取
り
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
場
で
は
、
も
っ
と
関
西
圏
で
も
販
売

し
て
ほ
し
い
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

童謡とハンドベル教室

ま ち の の話 題

たつの市ニュー
ス

姉妹都市通信

件名

本文

添付

たたつつのの市市梅梅とと潮潮のの香香ママララソソンン大大会会開開催催

日時 11月月3311日日（（日日））

風光明媚な海岸沿い国道250号（は
りまシーサイドロード）を走る「第38
回梅と潮の香マラソン大会」が開催さ
れました。約2,500人のランナーが参
加し、風景とともに“梅と潮の香”を
楽しみながら健脚を競い合いました。

書と童謡の融合
市内10校に「曲碑の書」が寄贈

安芸児童合唱団はまゆう

2月28日 安芸児童合唱団はまゆうは（財）伝統
文化活性化国民協会の助成を受け、21年度に伝統
文化子ども教室を10回行い、その成果を披露する
発表会を女性の家で行いました。
一般参加の6人の小学生と団員たちによる「ど

んぐりころころ」と「雀の学校」の合唱やソプラ
ノ独唱、最も努力したハンドベルでの「かえるの
合唱」と「早春賦」を演奏しました。
一般参加の小学生も元気よく伸び伸びと歌い、

一生懸命ハンドベル演奏する姿に集まった保護者
らは温かい拍手を送っていました。

安
芸
の
野
菜
は
都
会
で
も
人
気
！

大
阪
市
卸
売
市
場
で
な
す
ま
つ
り

～～団団 員員 募募 集集 中中～～
♪♪練習日時 毎週金曜17:30～18:30
♪♪練習場所 女性の家2階ホール

歌の好きな小学生の皆さん一緒に歌いましょう！

▲井ノ口保育所と矢ノ丸保育園の5歳
児童を対象に交通安全母の会交通安全母の会による
交通安全教室が開かれました。

▲今年も関西大学野球部が関西大学野球部が市営球
場でキャンプを行い、約100人の部
員が激しい練習を積みました。

▲平成21年度電源立地地域対策交
付金事業で、黒瀬地区の用水路を
整備しました。

桜ケ丘高校生が弥太郎の紙芝居 安芸中学校生徒会が清掃活動 第一小学校で食育実習

桜ケ丘高校の3年生4人が選択
授業の「地域研究」で岩崎弥太
郎の生涯をテーマにした紙芝居
「やたろう物語」を製作。井ノ
口と土居小学校の1、2年生に読
み聞かせし、絵も台詞も自分た
ちで作った紙芝居で郷土の偉人
を紹介しました。

市立安芸中学校の生徒会5人
が毎週水曜日のお昼休みに、岩
崎弥太郎の銅像がある江ノ川上
公園を清掃しています。
観光客が増えてきている公園

をきれいにしたいと始め、新学
期からは全生徒が参加できるよ
うにしたいと意気込んでいます。

第一小学校の3・6年生を対象
に「食生活改善推進協議会」と
「往年世代食育の会」の協力で
郷土料理や米料理の料理実習が
行われました。郷土料理の普及
と米の消費拡大に取り組むため
に市が作ったレシピ集を用いて
食に対する意識を高めました。

安芸市出身の作曲家 弘田龍太郎が作曲した
童謡を書にした「童謡曲碑の書」を市内10校
に寄贈していただきました。
昨年、兵庫県たつの市と童謡を通じた姉妹都

市提携が20周年を迎え、記念式典の際に市内
10カ所にある曲碑を紹介するため、県内で活
躍する書家10人に依頼し、曲碑に記されてい
る「浜千鳥」や「春よ来い」などを「曲碑の書
十人展」として展示。「童謡の里」、「書道の里」
あきの発信にご協力いただきました。
書道美術館で展示後は「子どもたちにも書道

や童謡に親しんでもらいたい」と小中学校に寄
贈してくださいました。

赤
野
小
学
校
で
は
依
岡
紫
峰
先

生
の
作
品
「
雨
」
の
寄
贈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▲試食会では、あっという間に
お皿が空に！

満
員
御
礼

阪神タイガースキャンプ
2
月
1
日
か
ら
始
ま
っ
た
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
春
季
キ
ャ
ン
プ
、
20
日
か
ら
は
一
軍

キ
ャ
ン
プ
が
ス
タ
ー
ト
。
20
・
21
日
の
土

・
日
曜
日
に
は
合
わ
せ
て
2
万
2
千
人
を

超
え
る
フ
ァ
ン
が
応
援
に
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
雨
の

多
か
っ
た
沖
縄
で
で
き
な
か
っ
た
紅
白
戦
が
例
年

よ
り
多
く
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
日
で
も
満

席
に
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

や
っ
ぱ
り
フ
ァ
ン
の
一
番
の
お
目
当
て
は
、
大

リ
ー
グ
か
ら
移
籍
の
城
島
健
司
選
手
。人
気
だ
け
で

な
く
プ
レ
ー
で
も
観
客
の
目
を
釘
付
け
に
。

県
出
身
の
ド
ラ
フ
ト
1
位
ル
ー
キ
ー
の
二
神
一

人
投
手
も
紅
白
戦
と
オ
ー
プ
ン
戦
に
登
板
。
堂
々

の
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
披
露
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
鳥
谷
敬
選
手
会
長
が
「
今
年
こ

そ
最
高
の
シ
ー
ズ
ン
に
し
よ
う
」
と
決
意
の
一
本

締
め
で
キ
ャ
ン
プ
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

尾
　
知
事
と
元
木
県
議
会
議
長
が
視
察
に
訪
れ
、

松
本
市
長
と
、
同
じ
く
視
察
中
の
加
藤
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ナ
ー
や
南
球
団
社
長
ら
と
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

▲名刺代わりの紅白戦
初打席初ホームランに
球場全体が驚きました。

▲注目ルーキー二神投手

2
月
26
日
　
球
団
マ
ス
コ
ッ

ト
の
「
ト
ラ
ッ
キ
ー
」
と
「
ラ

ッ
キ
ー
」
が
土
居
保
育
所
を
訪

問
。
児
童
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
を

し
た
り
、
野
球
ご
っ
こ
な
ど
で

ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

土
・
日
曜
日
に
は
2
万
人

以
上
の
虎
フ
ァ
ン



安芸ヤングタイガース（野球）
蜻第2回村田兆治杯争奪少年野球みはらし大会（高
知県代表）ベスト8　など

清水ケ丘中学校生徒会（ボランティア）
蜻ちくたく通り清掃活動をはじめ、安芸元気フェ
スタへの参加、清香園訪問、社会を明るくする運
動への参加などのボランティア活動に生徒会が中
心になって取り組む。

お子さんが病気になったときの保育をサポートします！

AKI CITY NEWS

4月の休日在宅当番医

診察時間：9時～17時
県立安芸病院（蕁34・3111）は救急に対応

4日

11日

18日

25日

29日

宇都宮内科

尾木医院

芸西病院

安芸クリニック

森澤病院

蕁 32・0500

蕁 34・3155

蕁 33・3833

蕁 35・3575

蕁 34・1155

健康テレホンサービス

4月の週間予定表
088・832・5266

月
火
水
木
金
土日

歯ぎしりの害
胆石と胆のうがん
怖い頭痛
水虫
骨粗鬆症
血尿が続いたら

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
！
健
康
づ
く
り
最
前
線

■
問
　
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
元
気
館
」
蕁
32
・
0
3
0
0

提供：高知保険医協会

Ｑ
質
問
　
健
診
は
○
○
で
す
！
今
年
度

の
特
定
健
診
受
診
率
目
標
は

○
○
％
で
す
！

　
○
○
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
、
数
字
は

何
で
し
ょ
う
？

Ａ
答
え
　
健
診
は
『
愛
』
で
す
。
特
定

健
診
受
診
率
目
標
は
『
52
』

％
で
す
。

　
新
年
度
を
迎
え
、
ま
た
一
年
元
気
に

い
き
い
き
と
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

続
け
る
た
め
に
、
自
分
の
か
ら
だ
、
家

族
の
か
ら
だ
に
『
愛
』
を
か
け
る
。
ま

ず
は
『
愛
』
を
表
す
行
動
と
し
て
「
か

ら
だ
を
点
検
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
特
定
健
診
で
は
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
に
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、

検
尿
、
採
血
検
査
、
問
診
、
診
察
な
ど

を
行
い
ま
す
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、

脂
質
異
常
症
、
動
脈
硬
化
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
長

年
の
生
活
習
慣
で
引
き
起
こ
さ
れ
自
覚

症
状
が
無
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
あ

な
た
の
知
ら
な
い
間
に
体
の
中
で
血
管

が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
あ

る
日
突
然
「
脳
梗
塞
」
「
心
筋
梗
塞
」

な
ど
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
特
定
健
診
を
。
が
ん
の
発

見
が
遅
れ
て
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め

に
、
が
ん
検
診
を
。
一
年
に
一
度
は
受

診
し
「
あ
た
り
ま
え
の
習
慣
」
と
し
て

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
予
防
で
き
る
も
の
は
予
防
す
る
。

　
生
活
習
慣
病
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る

こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。
例
え
ば
46
歳
男

性
の
場
合
、
糖
尿
病
を
発
症
す
る
と
生
涯

に
か
か
る
医
療
費
は
8
0
0
〜
5,
0
0
0

万
円
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
で
も
、
が

ん
は
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

が
ん
に
な
っ
て
も
、
早
期
の
が
ん
で
は
症

状
が
な
い
こ
と
が
普
通
で
す
。
早
期
に
見

つ
け
て
治
す
た
め
に
が
ん
検
診
の
活
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。
検
診
を
き
ち
ん
と
受
け

れ
ば
が
ん
で
死
ぬ
リ
ス
ク
を
20
〜
50
％
も

減
ら
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
を
受
診
す
る
に
は
あ
な
た
が

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
者
が
発

行
す
る
受
診
券
、
被
保
険
者
証
、
自
己
負

担
金
な
ど
が
必
要
で
す
。
安
芸
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40
〜
75
歳
未

満
の
方
に
は
受
診
券
を
個
別
通
知
し
ま
す
。

今
年
度
は
公
民
館
や
元
気
館
な
ど
で
実
施

す
る
集
団
健
診
案
内
に
同
封
し
ま
す
。
受

診
券
が
届
く
前
に
居
住
地
区
以
外
の
公
民

館
や
病
院
な
ど
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場

合
に
は
前
も
っ
て
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

の
で
国
保
年
金
係（
蕁
35
・
1
0
0
2
）ま

た
は
元
気
館（
蕁
32
・
0
3
0
0
）ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
が
ん
検
診
は
元
気
館
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問　福祉事務所こども係蕁35・1009　尾木医院蕁34・3155

　「子どもが病気なのに、仕事を休めない、保育所に預けることもで
きない」と困ったことはありませんか？　福祉事務所では、病気の
回復期から病中（重症は除く）の子どもさんをお預かりする「病児・
病後児保育事業」を行っています。4月から17時30分まで時間を延
長し、小学校3年生まで利用できるようになりました。
▽と こ ろ　尾木医院  2階  病児・病後児保育所「ベイビー・キッズ」
▽利用時間　8時30分から17時30分まで
　　　　　　（火、土曜日は12時まで、日祝日は休み）
▽利用料金　1日 1,000円、半日利用および所得税非課税世帯 500円
▽対 象 者　保育所等に入所している児童および小学校3年生までの児童
＊どこの病院にかかっている方でも利用できますが、福祉事務所及
び尾木医院においてある「診療情報提供書」（医療保険対象）をかかり
つけの医師にもらってください。

ひとが元気　まちが元気　健康一番・あき

：

児童生徒表彰児童生徒表彰児童生徒表彰
21年度安芸市児童生徒表彰は、この1年間にスポーツ・善行・
ボランティア・芸術・文化などで、児童生徒の模範となる活動
や功績が顕著だった市内小中学生を表彰するものです。このた
びの受賞者は次の皆さんです。（順不同・敬称略・学年は21年度）

個　人

団　体

門脇 桃香
清水ケ丘中学校3年（図画）

かど わき もも か

かげ こ まつやま とも な

蜻21年度JA共済全国小中学生交通安全
ポスターコンクール高知県大会
金賞・高知県警察本部長賞
同全国コンクール　佳作

横山 秀也
安芸第一小学校5年（体操）

よこ やま ひで や

蜻第31回高知県ジュニア体操競技
選手権大会　男子1部
団体総合優勝・個人総合優勝・種目
別（ゆか、跳馬、鉄棒）優勝　など

桑名 春花
土佐女子中学校2年（卓球）

くわ な はる か

蜻JOCジュニアオリンピックカッ
プ2009　全日本卓球選手権（カデ
ットの部）女子ダブルスベスト8　
など

小松 あゆ
清水ケ丘中学校1年（珠算）

蜻第58回高知県珠算選手権大会
中学校の部団体競技 第1位・読上
算 第1位

　山 知奈
清水ケ丘中学校1年（珠算）

蜻第58回高知県珠算選手権大会
中学校の部団体競技 第1位・総合
競技 第1位

広報あき　平成22年4月広報あき　平成22年4月 安芸市地域包括支援センターは、高齢者の総合相談窓口です。 → →　お気軽にご相談ください。介護保険係内　32・0555 89



おぎ歯科

健康ふれあい
センター「元気館」総合社会

福祉センター

海岸

犬の登録と狂犬病集合予防注射
■問　健康ふれあいセンター「元気館」蕁32・0300

　22年度の犬の登録と狂犬病の集合予防注射を右表の日程で行います。（4月、5月、9月実施）
　生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により、生涯一度の登録と毎年の予防注射が義務付けられてい
ます。飼い主の方は忘れずに受けて下さい。
▼料金　登録手数料3,000円　注射料3,000円　(新規登録犬は合計6,000円)
　　　　＊つり銭のいらないようにお願いします。
▽平成7年度以降に登録をした犬は、生涯登録の必要がありません。
▽犬の鑑札と狂犬病予防注射済票は、必ず犬の首輪につけて下さい。
▽飼い犬が死亡したときや犬の所在地が変わったとき、飼い主の住所が変わったときなどは、その都
度必ず健康ふれあいセンターへ届け出をしてください。
▽集合以外でも、登録は健康ふれあいセンターおよび市内動物病院で随時行っています。狂犬病予防
注射については、動物病院で個別にも行っています。（その際の料金は異なる場合があるので、各病
院にお問い合わせください）

障害者も安心して暮らせるまちづくり
（地域生活支援事業） ■問　福祉事務所障害ふくし係蕁35・1009

薨35・1028

　障害のある方やその家族が、地域で安心して生
活できるよう、市の窓口のほかに、4月から社会
福祉協議会に委託して指定相談支援事業所として
相談をお受けします。指定相談支援事業所では、
お受けした相談に対し、サービスの紹介や利用に
関しての支援を行います。

 相談内容
▽各種福祉サービスに関する情報提供
▽将来への不安や心配ごとなどに関する相談
▽日常生活自立支援事業（権利擁護）のための援助
　など
＊ 相談は無料です

 受付時間
平日　8時30分～17時30分（12時～13時は昼休み）

　安芸市社会福祉協議会
　安芸市寿町2－8　安芸市総合社会福祉センター内
　蕁35・2915　薨35・8549

　そのほか、地域生活支援事業には次のようなもの
があります。
＜日常生活用具の給付＞
　重度の障害者に自立した日常生活を支援する用具
の給付を行います。
＜移動支援＞
　障害があるため、外出が困難な方の社会生活上不
可欠な外出をお手伝いします。
＜コミュニケーション支援＞
　聴覚や視覚等の障害のため、意思の伝達に支援が
必要な方に手話通訳等を派遣する事業などを行います。
＊事前に申請が必要です。利用者負担あり。
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その他
受付時間 備　　考ところと　　き項　　目

無医地区診療

つくし会（生活習慣病予防サークル）

飼い犬・飼い猫の
引き取り等に関する
相談窓口

乳幼児・妊婦
受付時間 備　　考対　象　者と　　き項　　目

対象者には健診日の2週間前ごろに受診
票を送付します。

計測・栄養・お口などの相談・妊婦さんの交流

ボランティアさんと一緒に遊びませんか？

親子で楽しい時間を過ごしましょう。

4月20日（火）

4月27日（火）

4月13日（火）
4月16日（金）

14:20～15:20
13:10～14:20
14:50～15:30
10:30～12:30
13:30～15:00

畑山公民館
東川公民館
古井公民館
市民館別館
健康ふれあいセンター「元気館」

飼い主には、飼っている犬や猫を終生まで飼養及び管理を行う責任があります。やむをえず飼えなく
なった場合は、新たな飼い主を探し、譲渡するなど、犬・猫が生涯を全うできるよう努力しましょう。 
しかしながら、どうしても飼い続けることができなくなった場合は、下記窓口までご相談ください。
■安芸福祉保健所蕁34・3173

3～4か月児健診
9～10か月児健診
1歳6か月児健診
3歳児健診
あきっこ広場
すくすく広場
歯ッピー・キッズランド
なかよし広場

4月20日（火）
4月27日（火）
4月20日（火）
4月27日（火）
4月  9日（金）

4月22日（木）

4月16日（金）

 受診票送付時にお知らせします

12:45
12:45
10:00～12:00

10:30～12:00

10:00～12:00

21年12月生まれ
21年6月生まれ
20年7月生まれ
18年12月生まれ
乳幼児とその家族

乳幼児とその家族、妊婦

乳幼児とその家族

健康相談

犬の登録と狂犬病予防注射
時　　間場　　所月　　日 時　　間場　　所月　　日

第1回
4月21日（水）
西内先生

第2回
4月23日（金）
葛岡先生

 9:15～  9:50
10:15～10:45
11:10～11:30
13:20～13:35
13:55～14:25
14:45～15:25

赤野公民館
穴内公民館
黒鳥公民館
市民館別館（染井町）
安芸市体育館 
健康ふれあいセンター

 9:15～  9:40
10:05～10:30
10:45～11:30
13:20～13:35
13:50～14:30
14:45～15:15

旧ＪＡ下山支所
伊尾木公民館
川北公民館
内原野公園下駐車場
土居公民館
井ノ口公民館

各種検診・健康診査（特定健診、後期高齢者健診、女性健診）
受付時間 備　　考と　き項　目 ところ

【健康診査】特定健診 検診料：1，300円、対象者：40～75
歳未満の国保加入者
後期高齢者健診 無料、対象者：75歳以上の人
女性健診 検診料：1，300円、対象者：19～39歳の女性
＊安芸市国保加入者は、胸部・健康診査の申し込みは不要。
ただし、女性健診を希望する方は、申し込みが必要。
【胸部検診（肺がん検診）】無料、対象者：40歳以上の人。
＊市国保以外の人は申し込みが必要です｡
【胃がん検診】900円、対象者：40歳以上の男女
＊70歳以上の人および生活保護世帯の人は無料。
【前立腺がん検診】600円、対象者：50歳以上の男性
＊70歳以上の人および生活保護世帯の人は無料。
＊胃がん・前立腺がん検診は2週間前までに申し込みが必要。

5月19日（水）

5月27日（木）

5月11日（火）東川公民館

大井公民館

東川公民館

奈比賀公民館

畑山温泉
憩いの家

栃ノ木公民館

胸部検診
健康診査
前立腺がん

胃がん検診

8:40～  9:10

10:40～11:40

14:00～14:30

13:30～15:00

8:30～  9:30

8:30～  9:00

8:30～  9:00

＊道路状況により、予定時間が多少変更になる場合がありますのでご了承ください。
＊第3回、4回は5月号広報、第5回は9月号広報でお知らせします。

＊市民館別館は
  旧厚生会館
  です

★

↑
安
芸
駅

　4月1日から市町村民税非課税世帯の人が利用するサー
ビスの負担額は0円となります。（これまでは1割負担で、
上限額までの負担）
・該当者には順次、障害福祉サービス受給者証（水色）を
送付いたします。申請は不要です。
＊障害福祉サービスを新たに利用される場合は別途申請
が必要です。

低所得者の障害福祉サービスの利用者負担額が0円に

広報あき　平成22年4月広報あき　平成22年4月 健診・診療に関する記事のお問い合わせは　→ →　健康ふれあいセンター「元気館」まで　32・0300 1011



【安　芸】
小松　祐介　真佐子　　女　 七海　　2月  6日
【川　北】
小松　孝志　麻衣子　　女　  栞 　　2月  8日
【土　居】
友定　雄樹　晃子　　　女　 和心　　2月  4日
【赤　野】
岡林　徹　　美香　　　女　 茉未子　2月  7日
【伊尾木】
山西　良一　昌子　　　男　 永修　　2月23日
安岡　義浩　愛可　　　男　 優真　　2月25日

保　護　者 性別 赤ちゃん 誕生日
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税
金
に
つ
い
て
の
大
切
な
お
知
ら
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障
害
者
の
減
免
措
置

　
障
害
者
が
所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車
に

つ
い
て
、
一
定
の
条
件（
注
）を
満
た
す

と
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
注
）障
害
の
区
分
や
級
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

　
＊
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど

②
運
転
す
る
人
の
免
許
証

③
認
印

④
平
成
22
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

【
注
意
】

・
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

・
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
継
続
し
て
受
け

る
た
め
に
は
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

国保の新しい被保険者証は届きましたか？
■問　市民課国保年金係蕁35・1002 ■問　市民課市民係蕁35・1001

お誕生日おめでとう（2月生まれ）

一般国保は黄色・退職者国保は茶色

　3月末に被保険者証を郵送しましたが、お手
元に届きましたか。記載内容に誤りがないかご
確認のうえ、4月1日からは新しい保険証を使
用してください。古い保険証はご自宅で処分し
てください。4月になっても新しい保険証が届
かない場合は、市民課国保年金係までお問い合
わせください。
　また、保険証を紛失しないように、保管には
十分注意してください。

現在の保険証は７月31日まで使えます
■問　市民課国保年金係蕁35・1002

　現在お手元にある保険証（後期高齢者医療被
保険者証（うすい紫色））の有効期限は、22年7
月31日です。引き続き、医療を受けるときは、
現在の後期高齢者医療被保険者証を提示してく
ださい｡
　8月からの保険証は7月中に郵送します。

23年3月末まで窓口負担が1割に据え置かれます
■問　市民課国保年金係蕁35・1002

　3月末に新たな高齢受給者証を郵送しました
ので、4月から医療を受けるときは、今回送付
した高齢受給者証を提示してください｡
　22年4月から23年3月までの1年間窓口負担
が1割に据え置かれることに伴い、再発行した
ものです｡
＊既に3割負担の方、後期高齢者医療制度の対
象となる一定の障害認定を受けた方は除きます｡

　
軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在

の
軽
自
動
車
の
所
有
者（
使
用
者
）に

課
さ
れ
ま
す
。

　
4
月
10
日
ご
ろ
に
送
付
さ
れ
る
納

税
通
知
書
に
標
識
番
号（
ナ
ン
バ
ー
）

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
の

う
え
、
市
役
所
・
市
指
定
金
融
機
関

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

軽自動車税

●
申
請
期
限 

4
月
23
日（
金
）●

70
歳
から
74
歳
の

　
　
　
　
国
保
の
方
へ

後
期
高
齢
者
医
療

　
制
度
被
保
険
者
の
方
へ

　
近
年
、
日
常
生
活
で
身
近
な
電
気
製
品
に

よ
る
火
災
が
全
国
的
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

製
品
本
体
の
欠
陥
に
よ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
主
な
原
因
と
し
て
使
用
方
法
の
誤
り
や

老
朽
化
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
と
電
源
コ

ー
ド
に
よ
る
火
災
の
原
因
と
、
使
用
す
る
上

で
の
注
意
点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
電
気
コ
ン
セ
ン
ト

　
　
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
に
よ
る
火
災
は
、主

に
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
原
因
で
す
。

　
　
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
、
電
源
プ
ラ

グ
を
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
に
長
期
間
差
し
込

ん
だ
ま
ま
に
し
て
い
る
と
、
電
源
プ
ラ
グ

と
コ
ン
セ
ン
ト
の
間
に
徐
々
に
ほ
こ
り
が

溜
ま
り
、
こ
の
ほ
こ
り
が
湿
気
を
帯
び
る

こ
と
で
、
差
し
込
ん
だ
電
源
プ
ラ
グ
両
極

間
に
火
花
が
発
生
す
る
現
象
で
す
。

　
　
こ
の
現
象
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

と
き
ど
き
コ
ン
セ
ン
ト
を
点
検
し
、
乾
い

た
布
で
清
掃
し
ま
し
ょ
う
！

▼
電
源
コ
ー
ド

　
　
コ
ー
ド
に
重
い
も
の
を
置
い
た
り
、曲

げ
た
り
す
る
こ
と
で
、
コ
ー
ド
が
変
形
し
、

傷
や
断
線
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

コ
ー
ド
に
電
気
が
流
れ
る
と
、
シ
ョ

ー
ト
し
て
火
花
が
発
生
し
、
火
災

に
至
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ー
ド
に
は
、
安
全
に
使
用

で
き
る
電
気
の
量
が
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
表
示
の
量
を
超
え

た
電
気
を
使
う
と
過
熱
し
て
火
災

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
　
次
の
注
意
点
を
確
認
、
点
検
し
、

不
具
合
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
使
用
を

や
め
、電
気
店
な
ど
の
専
門
業
者
に
よ
る

点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
①
コ
ー
ド
の
上
に
家
具
な
ど
の
重
い
も
の

を
置
か
な
い
。

　
②
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、
強
く
曲
げ
た
り

し
て
使
用
し
な
い
。

　
③
コ
ー
ド
を
継
ぎ
足
し
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
で
巻
い
て
使
用
し
な
い
。

　
④
た
こ
足
配
線
を
し
な
い
。

　
⑤
使
い
終
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
。

　
⑥
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く

と
き
は
、
コ
ー
ド
を
引
っ
張
ら
ず
に
電

源
プ
ラ
グ
を
持
っ
て
抜
く
。

　
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
や
電
源
コ
ー
ド
な
ど
に

よ
る
火
災
は
、
普
段
気
に
も
し
て
い
な
い
よ

う
な
と
こ
ろ
か
ら
突
然
発
生
し
ま
す
。
普

段
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

種　別
建　物
林　野
その他
計

急　病
交通事故
その他
計

火
　
災

救
　
急

2月分、（　）は累計
安芸市 芸西村 計
1

1
2
57
11
31
99

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

5
1
4
10

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

1

1
2
62
12
35
109

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

1

1
2

121
22
77
220

1

1
14
2
11
27

2

1
3

135
24
88
247

納
期
限
　
4
月
30
日（
金
）

固定資産税の縦覧制度をご利用ください！

　決定された固定資産税の評価額な
どは、右の縦覧期間に限り、無料で
納税義務者が見ることができます。
自己の土地や家屋の評価額などが適
正であるかを確認する際にご利用く
ださい。縦覧できる内容は土地の地
番、地目、地積、価格や家屋の種類、
構造、床面積、建築年、価格などで
す。

▽縦覧できる人
　市内に課税される土地または家屋
を持っている人
▽必要なもの
　本人の場合は印かん、代理の人の
場合は委任状
▽とき・ところ
　4月1日（木）～30日（金）
　市役所税務課（西庁舎1階）
■問　税務課資産税係蕁35・1006

固定資産税の対象は土地・家屋・償却資産です
土地の利用方法変更、家屋の新増築の際はご連絡を！

74
歳
以
下
の

　
　
国
保
の
方
へ

広報あき　平成22年4月広報あき　平成22年4月 4月30日は、軽自動車税と固定資産税（1期）の納期です。 → →　納付は便利な「口座振替」をご利用ください。 1213
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国民年金には学生納付特例制度があります
■問　市民課国保年金係蕁35・1002

　学生で、国民年金保険料を納めることが難しいと
きは、申請により在学期間中の国民年金保険料を後
払いできます。
▽対象者
　学生で、本人の前年所得が次の計算式で計算した
金額の範囲内である人
118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
▽承認期間
　4月（または20歳誕生月）から翌年3月まで
＊申請が遅れても4月までさかのぼって認められます。
▽申請
　毎年申請が必要です。
＊学生納付特例を承認された人で、承認された翌年
度も同じ学校に在学する人には、日本年金機構から
ハガキの申請書が送付されますので、必要事項を記
入して返送してください。添付書類は不要です。
＊学校が変わった場合は、あらためて市民課国保年
金係で申請手続きが必要です。

▽手続きに必要なもの
　①年金手帳
　②学生証（コピー可）または在学証明書
　③認印
　
＊会社等を退職して学生になられた人は、このほか
に、雇用保険被保険者離職票、雇用保険受給資格者
証、雇用保険被保険者資格喪失確認通知書のいずれ
か（コピー可）が必要です。
＊代理人による申請の場合は、このほかに、免許証
など代理人の本人確認ができる物が必要です。

学生納付特例は未納より有利です！

○老齢基礎年金を受けるための資格期間に入ります
○障害基礎年金・遺族基礎年金を受けるための資格
期間に入ります
○10年以内ならさかのぼって納めることができます

20歳以上の
　学生さん

大雨などの気象警報を市町村単位で発表
■問　高知地方気象台防災業務課蕁088・822・8882

　気象庁は、5月頃から気象警報・注意報を、市
町村単位で発表します。例えば、安芸市に災害
発生のおそれがある場合、これまでは、安芸市
を含む「安芸」、あるいは「高知県東部」に対し
て警報・注意報を発表していますが、これから
は「安芸市」を明示して発表します。
　なお、テレビやラジオなどで大雨や洪水など
の警報が放送されるときは、画面に表示できる
文字数や読み上げ可能な文章の範囲内で伝える
必要があるため、これまでどおりの地域名で放

送される場合があります。
　市町村ごとの気象警報・注意報の詳細な内容は、
気象庁ホームページ（http://www.jma.go.jp/）や国
土交通省防災情報提供センターの携帯電話サイト
（http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-
index.html）に掲載する予定です。

■
問
　
企
画
調
整
課
蕁
35
・
1
0
1
2

第
2
期
内
原
野
住
宅
団
地
　
販
売
区
画
数
わ
ず
か
4
区
画
！

　
安
価
で
良
好
な
住
環
境
で
ご
好
評

い
た
だ
い
て
い
る
内
原
野
住
宅
団
地
。

第
2
期
内
原
野
住
宅
団
地
は
、
全
32

区
画
の
う
ち
28
区
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
販
売
区
画
数
わ
ず
か
と
な
っ
た
4

区
画
に
つ
い
て
、
先
着
順
で
申
し
込

み
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
ず
れ
の
分
譲
区
画
も
、

市
内
・
市
外
に
お
住
ま
い
の
人
、
ど

な
た
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
詳
し
い
分
譲
条
件
お
よ
び
申
し
込

み
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
安
芸
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

企
画
調
整
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防災情報提供センター
携帯端末用QRコード

296.2㎡（89坪）で483万円から　先着順にて申し込み受付中

＝第2期内原野住宅団地　主な分譲条件＝
1．土地の引渡し後3年以内に自らが居住するた
めの住宅を建築し、速やかに入居すること

2．5年間は転売を禁止すること
3．市内建築業者で在来木造住宅を建築すること
4．市が定める期限までに、県基準に適合した高
耐震・高耐久住宅を建築すること

5．団地の生活環境に配慮するための「建築の基
準」に適合した住宅を建築すること

　　など。＝分譲区画＝
■4区画（区画No3、No7、No11、No13）

好評分譲中

■
問
　
歴
史
民
俗
資
料
館
蕁
34
・
3
7
0
6

特
別
展
「
安
芸
の
お
ひ
な
さ
ま
」

歴民だより　
写
真
の
お
ひ
な
様
は
、
今
回
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
、
納
め
ら
れ
て
い
る
木
箱
の
蓋

裏
に
は
十
五
両
三
歩
で
注
文
し
、
明
治
6

年
に
家
に
届
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
飾
り
ま
り
と
立
雛
も
た
く
さ

ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
手
作
り

の
立
雛
も
い
く
つ
か
あ
り
、
当
時
さ
か
ん

に
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

こ
の
お
家
に
は
、
そ
の
後
女
の
子
が
生
ま
れ
、

明
治
25
年（
1
8
9
2
）に
贈
ら
れ
た
お
ひ

な
様
も
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
そ
れ
ぞ

れ
立
派
な
木
箱
に
納
め
ら
れ
も
の
で
、
2

組
あ
り
ま
す
。
ひ
な
人
形
か
ら
当
時
の
豊

か
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

▲内裏雛（明治6年）

館内には、約100体のひな
人形が飾られています。
ぜひご覧ください。

特設展示「弥太郎とゆかりの人たち」も
同時に開催しています。
　弥太郎の母、美和がこつこつとお金を貯めてい
た壷や、江戸から土佐の両親に宛てた手紙、弥太
郎の弟の弥之助が帰郷の時乗った駕籠など、新し
く発見された資料も展示しています。こちらもあ
わせてご覧ください。

4
月
12
日（
月
）ま
で

広報あき　平成22年4月広報あき　平成22年4月 「赤ちゃん集まれ！」のコーナーでは、写真を募集中　→ →　お子さんかお孫さんを紹介してみませんか？ 1415



示
板

情
報

掲
催
　
し

募
　
集

4

17

41 お
知
ら
せ

２２

２２

月　日 時　間 会　場
土佐あき農業協同組合東支所
東川公民館
奈比賀公民館
赤野公民館
伊尾木公民館

井ノ口公民館

安芸市健康ふれあいセンター「元気館」

4月12日（月）

4月13日（火）

4月14日（水）

4月15日（木）

10：30～11：30
13：00～14：00
14：30～15：00
10：30～11：30
13：00～14：00

10：30～11：30

10：30～12：00
13：00～15：00

　安芸市には、次のような少年スポーツクラブがあり
ます。各クラブでは、22年度部員を募集しています。
　入部を希望される人は、お気軽にお問い合わせくだ
さい。

安芸体操クラブ

安芸卓球クラブ

安芸ヤング
タイガース
（野球）

安芸少年
サッカークラブ

安芸少年
剣振会

安芸ジュニア
バレーボール
クラブ

安芸スイミング
クラブ

幼児
（年長）
小学生

小学生
（兄弟の
幼児は可）

小学生

小学生

小学生

小学生

小・中・
高生

安芸市体育館
月・火・木・金・土
17:30～20:30

安芸市体育館
木・土18：00～20：00

処理場グラウンド
火～木16：00～18：00
土・日　9：00～12：00

土居河川敷Ｇ・
NKKグラウンド
土・日9：00～12：00

安芸市武道館
月・水・金
17：00～19：00

伊尾木小学校
水19：00～20：30
日13：00～17：00
安芸市体育館
金19：00～20：30

市立安芸中学校プール
月・水・金17:00～18:30
＊6～9月の期間のみ

影山眞一
蕁35・2618
丸岡　楯彦
蕁34・3165

秋山真樹
蕁35・2680（自）
蕁34・1111（勤）

山本諭
蕁35・8800（自）
蕁35・8005（勤）
蕁090・8690・0452

小松寛
蕁34・0691（自）
蕁34・1111（勤）

名木栄作
蕁090・2892・8809

有志館
（剣道）

小中
学生

芸西村憩ケ丘剣道場
　　　　  火・金曜日
赤野小体育館
　　　　　　木曜日

有光賢
蕁33・2104

藤堂克二
蕁35・4230（自）
門田晴樹
蕁35・5721

内川慶子
蕁090・7570・4808

クラブ名 対象 練習場所・時間 お問い合わせ先 クラブ名 対象 練習場所・時間 お問い合わせ先

少年少女スポーツクラブ少年少女スポーツクラブ
部員募集部員募集
少年少女スポーツクラブ
部員募集

「ごみカレンダー」と改訂版
「ごみ分別辞典」を折り込みました

ごみカレンダー2010
　祝祭日を含む1年間の収集日が記入されていますので、
ぜひご活用ください。
　また、収集日の異なる集積場所が隣接している地区
には、2種類または3種類のカレンダーが入っている
場合がありますので、お住まいの地区の収集日をお確
かめのうえ、お使いください。

ごみ分別辞典
　ごみの分別を50音で調べることができます。

■問　環境課蕁35・1023

ごみ分別辞典に
ごみカレンダーを
はさんでいます

市内
全戸
配布

このページで
お店やイベントの
PRしませんか？

①縦44.5mm×横172mm
　　　（右ページ1段分）20,000円
②縦44.6mm×横84mm
　（右ページ1段の半分）10,000円

広報あき広報あき広報あき
有料広告募集中！有料広告募集中！
■問　総務課蕁35・1000

女
性
の
家
　
月
の
常
掲

　
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

　
今
月
の
常
掲
は
、
井
ノ
口
に
お

住
ま
い
の
山
中
真
紀
さ
ん
の
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
展
で
す
。
一
針
一
針

心
を
込
め
て
縫
い
上
げ
た
作
品
の

数
々
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
と
　
き
　
4
月
1
日（
木
）〜

30
日（
金
）9
時
〜
21
時

＊
日
曜
日
は
休
館
で
す
。

▽
と
こ
ろ
　
女
性
の
家
1
階
ロ
ビ
ー

■
問
　
女
性
の
家
蕁
34
・
3
5
1
4

第
　
回

安
芸
市
民
歌
・
踊
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
交
流
会

　
大
好
評
空
く
じ
な
し
の
W
チ

ャ
ン
ス
く
じ
引
き
あ
り
！

　
龍
馬
・
弥
太
郎
も
び
っ
く
り

の
ゲ
ス
ト
・
講
師
の
豪
華
な
顔

ぶ
れ
。
初
参
加
歌
謡
吟
詠
の
梶

田
秀
颯
先
生
の
美
声
に
の
せ
て

歌
の
大
競
演
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
！

▽
と
　
き
　
4
月
11
日（
日
）

　
10
時
開
演（
9
時
開
場
）

▽
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

＊
入
場
無
料

▽
出
　
演
　

日
舞
　
若
柳
流
江
巳
香
会
、新

舞
踊
 
宮
地
流
伸
竹
会

民
踊
　
宝
永
民
踊
愛
好
会
、民

踊
愛
愛
好
会
、
安
芸
市

老
連
民
踊
ク
ラ
ブ

歌
　
　
県
下
東
西
N0.
1
の
唄
仲

間
た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い
！

＊
お
客
さ
ま
ご
好
意
の
募
金
・

収
益
金
を
安
芸
市
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
に
寄
付
し
ま
す
。

■
問
　
安
芸
市
民
歌
・
踊
り
連

合
会
　
代
表
谷
岡

　
蕁
0
9
0・5
2
7
0・6
0
9
9

安
芸
川
河
口
探
鳥
会

（
野
鳥
観
察
会
）

　
セ
キ
レ
イ
の
仲
間
や
カ
モ
の

仲
間
な
ど
、
水
鳥
や
タ
カ
の
仲

間
の
ミ
サ
ゴ
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

一
足
早
く
コ
ア
ジ
サ
シ
も
見
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
と
　
き
　
4
月
4
日（
日
）

　
　
　
　
　
9
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
安
芸
川
河
口
、
伊

尾
木
川
河
口

＊
9
時
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
前
に

集
合
。
雨
天
中
止
。

▽
持
参
品
　
帽
子
、
筆
記
用
具
、

あ
れ
ば
図
鑑
・
観
察
用
具（
双

眼
鏡
な
ど
）。

＊
参
加
無
料

■
問
　
日
本
野
鳥
の
会
高
知
支

部
　
松
本

　
蕁
0
9
0・8
2
8
3・0
9
1
3

　
年
度
浄
化
槽
設
置

補
助
金

▽
補
助
対
象
　
公
共
下
水
道
事

業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
区
域

以
外
の
区
域
に
、
22
年
度
に
浄

化
槽
を
設
置
す
る
人
。（
浄
化
槽

設
置
工
事
の
開
始
は
補
助
金
交

付
決
定
後
に
な
り
ま
す
。
申
請
時

に
工
事
に
着
工
し
て
い
る
場
合

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

▽
受
付
期
間
　
4
月
1
日（
木
）

〜
20
日（
火
）

▽
提
出
書
類
　
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書

及
び
添
付
書
類（
申
請
書
・
添

付
書
類
の
様
式
は
上
下
水
道

課
で
お
渡
し
し
ま
す
。
）

▽
決
定
方
法
　
期
間
内
に
予
定

基
数
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

申
込
者
全
員
を
交
付
対
象
と

し
ま
す
。
予
定
基
数
を
超
え

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
交

付
対
象
者
を
決
定
し
ま
す
。

＊
補
助
が
決
ま
っ
た
人
は
、
「
浄

化
槽
講
習
会
」
に
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

（
予
定
基
数
を
超
え
な
か
っ
た
場

合
、
残
り
分
は
21
日
以
降
、
申

請
書
提
出
順
で
受
け
付
け
ま
す
）

■
問
　
上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　
蕁
35
・
1
0
1
8

戸
籍
の
届
け
出
を

さ
れ
る
方
へ

　
22
年
度
に
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
の
、
人
口
動
態
・
産
業
調
査
の

一
環
と
し
て
、
厚
生
労
働
行
政
の

基
礎
資
料
に
活
用
す
る
た
め
次

の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・

離
婚
の
届
け
出
を
さ
れ
る
と
き

に
職
業
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

○
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設

業
、
不
動
産
業
と
い
っ
た
産

業
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▽
調
査
期
間

　
4
月
1
日
〜
23
年
3
月
31
日

■
問
　
市
民
課
市
民
係

　
　
　
蕁
35
・
1
0
0
1

　
年
度

特
定
計
量
器
定
期
検
査

　
「
取
引
」
ま
た
は
「
証
明
」
に

使
用
す
る
計
量
器
は
、
計
量
法

で
2
年
に
1
度
、
知
事
の
実
施

す
る
定
期
検
査
を
受
検
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
安
芸
市
で
検
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
下
記
表
を

ご
覧
の
う
え
最
寄
り
の
会
場
で

受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
　
高
知
県
計
量
検
定
所

　
蕁
0
8
8
・
8
4
5
・
7
7
7
0

　
商
工
観
光
水
産
課

　
蕁
35
・
1
0
1
1

お
も
て
な
し
清
掃

　
「
は
ば
た
け
弥

太
郎
・
龍
馬
伝
」

安
芸
市
推
進
委

員
会
は
、
毎
月

第
2
土
曜
日
の

早
朝
、
市
内
の
観
光
地
な
ど
を

お
も
て
な
し
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
協
力
い
た

だ
け
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
と
　
き
　
4
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
　
7
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
カ
リ
ヨ
ン
広
場

■
問
　
商
工
観
光
水
産
課

　
　
　
蕁
35
・
1
0
1
1

第
　
回

安
芸
市
早
起
き

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
申
込
期
間
　
4
月
1
日（
木
）

〜
19
日（
月
）
＊
17
時
必
着

▽
参
加
料
　
　
1
チ
ー
ム

 
7,
0
0
0
円

▽
開
会
式
　
　
5
月
14
日（
金
）

6
時
30
分
〜
　
安
芸
ド
ー
ム

（
予
定
）

▽
競
技
開
始
　
5
月
15
日（
土
）

（
予
定
）

■
問
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
蕁
35
・
1
0
2
0

広報あき　平成22年4月広報あき　平成22年4月 「広報あき」では、有料広告を募集しています。 →　詳しくはお問い合わせください。 ■問　総務課　35・1000 1617



市長の一言第96回 松　本　 憲　治

飛
躍
す
る
安
芸
市
を
め
ざ
し

東
京
陳
情

　
高
知
龍
馬
空
港
７
時
１０
分
発

東
京
行
き
の
便
を
待
つ
ロ
ビ
ー
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
観
光
ツ
ア
ー
な

ど
東
京
に
向
か
う
人
で
大
混
雑
で

す
。
飛
び
立
つ
と
機
内
で
は
要
望

の
作
戦
を
練
り
ま
す
。
羽
田
空
港

に
降
り
立
つ
と
「
高
速
道
予
算
と

特
別
交
付
税
の
確
保
の
た
め
、
安

芸
市
の
実
情
を
国
会
議
員
や
各
省

庁
の
官
僚
に
訴
え
て
い
く
ぞ
！
今

日
も
精
一
杯
頑
張
る
ぞ
！
」
と
気

合
が
入
り
ま
す
。
官
庁
街
や
国
会

議
員
会
館
、
国
会
議
事
堂
を
時
間

刻
み
の
東
奔
西
走
が
始
ま
り
ま
す
。

　
高
速
道
の
陳
情
の
目
的
は
、高

知
東
部
道（
高
知
市
〜
安
芸
市
）

の
芸
西
村
か
ら
旧
野
市
町
ま
で

の
開
通
予
算
の
確
保
と
阿
南
・

安
芸
道（
阿
南
市
〜
安
芸
市
）の

早
期
着
工
で
す
。
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
の
国
道
大
渋
滞
を
見

れ
ば
国
道
一
本
で
は
観
光
振
興
も

図
れ
ま
せ
ん
。
高
知
東
部
道
が
で

き
れ
ば
、
高
知
ま
で
３４
分
。
芸

西
〜
安
芸
間
が
完
成
す
れ
ば
交

通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
高

速
道
は
、
救
急
救
命
や
交
通
渋

滞
の
解
消
、
産
業
・
観
光
振
興

に
と
っ
て
命
の
道
で
す
。

　
特
別
交
付
税
と
は
、
２１
年
度
の

災
害
復
旧
工
事
や
市
町
村
事
業

の
特
殊
事
情
を
国
が
調
査
し
て

市
町
村
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。

安
芸
市
の
行
政
の
特
徴
や
財
政

事
情
な
ど
説
得
力
の
あ
る
要
望

書
を
作
成
し
て
国
会
議
員
や
事

務
次
官
な
ど
官
僚
に
対
す
る
ア

ピ
ー
ル
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
国

会
議
員
や
官
僚
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

多
く
の
交
付
金
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
安
芸
市
の
財
政
を
好
転

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２１

年
度
の
収
支
決
算
を
黒
字
に
す

る
た
め
に
奮
闘
す
る
真
剣
舞
台

で
す
。
困
っ
た
時
の
神
頼
み
で
な

く
、
日
常
か
ら
心
の
通
う
お
付
き

合
い
と
義
理
人
情
も
大
き
な
パ

ワ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
私
も
市
長
に
な
り
た
て
の
こ

ろ
は
、
事
務
次
官
、
審
議
官
、
局

長
ク
ラ
ス
の
幹
部
の
陳
情
面
談
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
県
市
長
会
副
会
長
、
県
道

路
整
備
促
進
連
盟
会
長
、
国
民

健
康
保
険
連
合
会
理
事
長
な
ど

の
要
職
を
い
た
だ
き
、
名
刺
一
枚

で
国
会
議
員
や
行
政
府
の
幹
部

と
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

地
方
の
実
情
を
訴
え
る
こ
と
が
で

き
て
、
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

　
例
え
ば
、
総
務
省
で
は
地
方

財
政
の
充
実
や
厚
生
労
働
省
で

は
国
民
健
康
保
険
財
政
が
厳
し

く
な
る
ば
か
り
の
市
町
村
と
し
て
、

県
と
市
町
村
が
一
つ
に
な
る
国

保
制
度
の
確
立
を
求
め
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
鉄
道
列
車

と
バ
ス
が
一
体
化
し
た
レ
ー
ル

バ
ス
を
北
海
道
で
実
証
実
験
し

て
お
り
、
四
国
東
南
部
で
も
実

施
し
て
欲
し
い
と
要
望
。
な
は

り
駅
か
ら
は
鉄
道
列
車
が
国
道

を
バ
ス
の
よ
う
に
走
り
、
甲
浦

駅
か
ら
は
再
び
鉄
道
列
車
に
な

る
車
両
で
す
。
鉄
道
と
道
路
が

結
ば
れ
、
関
西
２
千
万
人
を
お
得

意
さ
ま
に
す
る
観
光
戦
略
で
す
。

　
約
３０
人
へ
の
要
望
活
動
を
繰

り
返
し
て
夕
方
５
時
ご
ろ
に
は
声

は
か
す
れ
ま
し
た
が
、
市
長
職
の

責
務
の
重
さ
を
感
じ
つ
つ
、
ほ

っ
と
し
た
気
分
を
味
わ
え
る
仕

事
の
充
実
感
は
最
高
で
す
。

１（
月
）Ｊ
Ａ
土
佐
あ
き
組
合
長
、阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
２
軍
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、

庁
議
、県
選
出
国
会
議
員
要
望（
東

京
）

２（
火
）特
別
地
方
交
付
税
確
保

の
た
め
総
務
省
幹
部
と
国
会
議

員
に
要
望
活
動（
東
京
）

３（
水
）平
成
２２
年
度
当
初
予
算
市

長
査
定
、高
知
市
商
工
観
光
部
長

４（
木
）当
初
予
算
査
定
、四
電
工

安
芸
営
業
所
竣
工
式
、国
道
５５

号
阿
南
・
安
芸
高
規
格
道
整
備

促
進
協
議
会
、当
初
予
算
査
定

５（
金
）定
例
課
長
会
議
、市
行
政

改
革
推
進
本
部
会
、商
工
観
光

水
産
課
、高
知
三
菱
自
動
車
社

長
、市
町
村
振
興
協
会
臨
時
理

事
会（
高
知
市
）、阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
２
軍
幹
部
と
交
流
会

６（
土
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
坂
井
オ
ー
ナ

ー
安
芸
キ
ャ
ン
プ
視
察
面
談
・
要
望

７（
日
）第
２
回
高
知
県
小
中
学

校
選
抜
書
展

８（
月
）外
部
監
査
西
岡
公
認
会
計
士
、

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
事
務

局
、県
総
務
部
長
協
議
・
懇
談
会

９（
火
）総
務
省
幹
部
に
特
別
地
方

交
付
税
の
要
望
、県
内
市
長
と

民
主
党
副
幹
事
長
及
び
県
選
出

民
主
党
国
会
議
員
に
特
別
地
方

交
付
税
確
保
要
望
活
動（
東
京
）

１０（
水
）市
保
育
所
保
護
者
会
連

合
会
、農
林
課
長
、大
城
顕
一
氏

市
民
賞
受
賞
祝
賀
会

１１（
木
）龍
馬
伝
及
び
坂
本
龍
馬

関
係
施
設
の
視
察（
長
崎
市
）

１２（
金
）岩
崎
弥
太
郎
関
係
施
設
及

び
三
菱
重
工
施
設
の
視
察
、長
崎

市
長
と
面
談（
長
崎
市
）、筑
波

大
学
石
田
教
授
・
高
知
工
科
大

学
那
須
教
授
と
高
速
道
協
議

１３（
土
）筑
波
大
学
石
田
教
授
と
大
山

道
路
・
北
川
道
路
の
工
事
現
場
視
察
、

四
国
四
県
知
事
に
よ
る
四
国
８
の
字
・

道
中
八
策
談
義（
高
知
市
）

１４（
日
）市
職
員
採
用
２
次
面
接
試
験

１５（
月
）龍
馬
伝
対
策
事
業
進
行
管
理

会
議
、市
民
課
長
、福
祉
事
務
所
長

１６（
火
）安
芸
郡
市
連
合
婦
人
会

管
内
研
修
会
、阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
本
部
長
、矢
ノ
丸
保
育
園
長
、

商
工
観
光
水
産
課

１７（
水
）室
戸
市
企
画
財
政
課
長
、

松
山
市
副
市
長
、国
保
連
合
会

理
事
会（
高
知
市
）、国
土
交
通

省
四
国
地
方
整
備
局
長

１８（
木
）総
務
課
、農
林
課
、民
生
･

児
童
委
員
と
の
意
見
交
換
会
、

土
佐
電
ド
リ
ー
ム
社
長

１９（
金
）日
本
郵
便
安
芸
支
店
長
、高
知

農
政
事
務
所
、武
内
参
議
院
議
員
、阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
１
軍
空
港
歓
迎（
南
国
市
）

２０（
土
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
１
軍
歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
、阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
社
長
・
本
部
長
・
監
督
に
面
談
、

キ
ャ
ン
プ
施
設
内
視
察
、弥
太

郎
施
設
め
ぐ
り
観
光
ガ
イ
ド

２１（
日
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
視
察
、

２
軍
キ
ャ
ン
プ
打
ち
上
げ
見
送
り

２２（
月
）シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、五
藤
正
紀
氏
、関
西
大
学
学
生

２０
人
と
地
域
活
性
化
で
意
見
交
換

２３（
火
）安
芸
地
域
地
域
産
業
振
興

監
、高
知
地
方
気
象
台
長
、県
知
事
・

県
議
会
議
長
が
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

安
芸
キ
ャ
ン
プ・
岩
崎
弥
太
郎
生
家
・

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
視
察
同
行

２４（
水
）３
月
補
正
予
算
市
長
査
定
、

県
知
事
・
辻
製
油
社
長
と
安
芸
市

進
出
協
定
締
結
式
、こ
う
ち
人
づ

く
り
広
域
連
合
議
会（
高
知
市
）

２５（
木
）県
国
民
健
康
保
険
連
合
会
総
会
、

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会（
高
知
市
）

２６（
金
）安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
議
会
、阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

打
ち
上
げ
、福
祉
事
務
所
長
、阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
１
軍
幹
部
と
の
交
流
会

２７（
土
）阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
Ｖ
Ｓ
オ

リ
ッ
ク
ス
オ
ー
プ
ン
戦
、高
知
新

聞
藤
戸
社
長
仏
芸
術
文
化
勲

章
受
章
祝
賀
会（
高
知
市
）

２８（
日
）チ
リ
大
地
震
津
波
警
戒

災
害
対
策
本
部
設
置
、市
社
会

福
祉
大
会
、津
波
警
戒
体
制

2月　市長活動

▽と   き　4月3日（土）14時～
▽ところ　図書館児童室
▽内 容　絵本の読み聞かせ
　　　　 「おえどのおなら」
　　　　　　　　　　　ほか 

童っ子
～4月のお話の会～

わらし

▽と   き　4月8日（木）10時30分～
▽ところ　図書館児童室
▽内 容　赤ちゃんのための絵本や
　　　　　紙芝居の読み聞かせ、
　　　　　からだ遊び、手遊び　ほか

ぱんだぱんだ

図書館へ行こう！ 安芸市民図書館 35・5638図書館へ行こう！図書館へ行こう！

【児童書】▽さいとうしのぶ「あぶくたった」▽ケイト・マクマラン「さあ、
たべてやる！」▽おのりえん「まほうのタオル」▽ひぐちともこ「4こうねん
のぼく」▽ほりかわりまこ「権大納言とおどるきのこ」▽相原正明「ちいさ
ないのち」▽さえぐさひろこ「むねとんとん」▽村上しいこ「ランドセルの
はるやすみ」▽井上こみち「往診は馬にのって」▽野中健一「虫はごちそ
う！」▽名木田恵「トラム、光をまき散らしながら」▽堤未果「はじめての留学」
ほか
【一般書】▽椎名誠「活字たんけん隊」▽鍋島高明「反骨のジャーナリス
ト」▽鎌田東二「神と仏の出逢う国」▽川合康三「白楽天」▽天童荒太「静
人日記」▽小前亮「蒼き狼の血脈」▽飯田裕久「検挙票」▽垣根涼介「張
り込み姫」▽光原百合「扉守」▽浅倉卓弥「黄蝶舞う」▽三谷幸喜「復
活の日」▽ショーン・ウィルシー「ああ、なんて素晴らしい！」ほか

＝4月の新刊案内＝

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

７ ８ ９
141516
212223
282930

○
○

4月の休休
館
日

×印は休館日　○印はおはなし会
平日9時30分～19時まで
土日9時30分～17時まで

３
４ ５ ６ 10
11 1312 17
1819 20 24
252627

口 統 計人

7,816人
1,914人
3,130人
354人
2,054人

安　芸
伊尾木
川　北
東　川
土　居

井ノ口
畑　山
穴　内
赤　野

（地区別人口）

2,230人
256人
868人
1,362人

（地区別人口）
人口　　19,984人
（前月比：24人減）
男  　9,443人

（　〃  ：11人減）
女　10,541人

（　〃  ：13人減）
世帯数 　　  8,895 【22年2月末日現在】

相　談

政相談行

権相談人

金相談年

律相談法

▽と　き　4月21日（水）10時～15時
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　総務課蕁35・1000

▽と　き　4月1日（木）10時～16時
▽ところ　総合社会福祉センター
■問　法務局安芸支局蕁35・2272

▽と　き　4月1日（木）
　　　　　10時～16時（15時30分受付終了）
　　　　　（12時15分から13時まで昼休み）
▽ところ　総合社会福祉センター 2階 小会議室
■問　南国年金事務所蕁088・864・1111

▽と　き　4月12日（月）13時30分～15時
▽ところ　安芸ひまわり基金法律事務所
＊相談無料　1人30分で予約制
■問　安芸ひまわり基金法律事務所蕁35・8200

● 中川ひろたか　著

「ランドセルがやってきた」（徳間書店）

　4月は、入学・入園の季節ですね。
　この物語は、入学を控えた子どものも
とに、ある日、新しいランドセルが届く
ことから始まります。
　ランドセルを手にしたときのこれから
の新しい日々に対する子どもの喜び、希
望、そして少しの不安が、読んでいる私
たちにもよく伝わってきます。
　一度、手にとってみてください。

新刊のイチ押し

一般廃棄物最終処分場（安芸市リサイクルプラザ）は日曜日以外受付しています。
受け入れ時間 午前は8時30分～12時、午後は13時～16時30分

一般廃棄物最終処分場放流水水質検査
pH

処分場独自排水目標
法排水基準

ＳＳ
　mg/褄

ＣＯＤ
　mg/褄

ＢＯＤ
　mg/褄

大腸菌群数
 個/裨

採
取
試
験
日

5.8～8.6
5.8～8.6
8.0
7.8
7.9
7.8

20以下
60以下
1.0未満
1.0未満
1.0未満
1.0未満

20以下
90以下
1.2
1.5
1.0
1.3

10以下
60以下
0.5未満
0.5未満
0.5未満
0.5未満

3,000以下
3,000以下
30未満
30未満
30未満
30未満

2.  4
2.  9
2.18
2.25

東山処分場放流水水質検査

pH
処分場独自排水目標
法排水基準
H22.2.1

ＳＳ
　mg/褄

ＣＯＤ
　mg/褄

ＢＯＤ
　mg/褄

大腸菌群数
 個/裨

5.8～8.6
5.8～8.6
8.1

20以下
60以下
2.6

20以下
90以下
2.6

10以下
60以下
0.6

3,000以下
3,000以下
30未満

広報あき　平成22年4月広報あき　平成22年4月 女性の家では、ハローワークからの求人情報を備えています。 →　ご自由にご覧ください。 ■問　女性の家　34・3514 1819




